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世界的に ESG 投資が伸長する中、企業は、気候変動対策に係る情報開示や事

業活動における温室効果ガス排出削減に対してこれまで以上に意欲的に取り組

むことが求められています。これらの取り組みを自社の最優先の経営課題とし

て位置付ける企業が増えつつあり、産業界ではサプライチェーン全体でのカー

ボンニュートラルを目指す動きもみられます。 

 

一方、世界各国・地域の政府はカーボンニュートラルを成長の機会と捉え、実

効性のある脱炭素化を進めるための大胆な政策措置（欧州グリーンディール等）

を打ち出しています。日本においては、2020 年 10 月に菅首相が「2050 年カー

ボンニュートラルの実現」を目指すことを宣言すると同時に、成長戦略の柱に

「経済と環境の好循環」を掲げて、グリーン社会の実現に最大限注力することを

表明しました。 

 

これらの状況を踏まえて政府が策定したグリーン成長戦略において明示され

ているとおり、2050 年カーボンニュートラルを目指す上でデジタル技術の活用

は不可欠であり、グリーンとデジタルは車の両輪であるといえます。IoT や AI

によるエネルギー利用の効率化のみならず、個々の企業・業界ごとの取り組みを

連携させ、産業・社会の全体最適を図る上でもデジタル技術を最大限活用するこ

とが期待されています。 

 

こうした中、一般社団法人電子情報技術産業協会（JEITA）は、企業のカーボ

ンニュートラル化の促進と産業・社会の変革につながる新たなデジタルソリュ

ーションの創出・実装に向けた活動を推進する場として、「Green x Digital コン

ソーシアム」を設立します。本コンソーシアムでは、今後、環境関連分野のデジ

タル化や新たなビジネスモデルの創出等に係る取り組みを通じて、日本の関連

産業が世界のグリーン市場を牽引することができるよう活動していきます。 


